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県内文化財建造物の重要文化財指定について

石谷家住宅８棟の重要文化財指定について、別紙のとおり報告します。

平成２１年１１月２０日

鳥取県教育委員会教育長 中 永 廣 樹



県内文化財建造物の重要文化財指定について

文 化 財 課

平成２１年１０月１６日(金)に開催された国の文化審議会（会長 西原 鈴子）にお
にしはら すず こ

いて、下記の文化財を重要文化財に指定する旨の答申が行われました。
この結果、近日中に行われる官報告示を経て、重要文化財となる予定です。

記

指定が答申された県内建造物
名 称 石谷家住宅（いしたにけじゅうたく）
所 在 地 鳥取県八頭郡智頭町大字智頭３９６番
指定物件 主 屋 １棟

座敷棟 １棟
家族棟 １棟
一号蔵 １棟 附 棟札 １枚

つけたりむなふだ

二号蔵 １棟 附棟札 １枚
三号・四号蔵 １棟 附棟札 １枚
五号・六号蔵 １棟
七号蔵 １棟
附 玄関棟、大工小屋、炭置場、裏門、車庫 各１棟、普請関係文書15冊
宅地 ４，５２７．４６㎡

所 有 者 智頭町、石谷樹人、石谷正樹
概 要 石谷家住宅は、姫路と鳥取を結ぶ智頭往来智頭宿に位置する。当家は元禄

年間（１６８８～１７０４）に鳥取から智頭宿に移り住んだと伝えられ、
明治以降には山林を経営し、インフラ整備などにも尽力した。
当家住宅は、大正８年から昭和４年にかけて建てられた建物群で、地元の
大工、田中力蔵が設計監督を務めた。
地方特産の杉材をはじめとして様々な樹種を用いて建てられ、主屋土間に
みられる大きな松の梁組は豪壮である。また座敷の細部意匠も洗練されて
おり、優れた近代和風住宅として価値が高い。付属屋や庭を含む屋敷構え
も良好に残されていることから、宅地と建物あわせて指定される。

屋敷構え正面 新建 座敷
写真は三沢博昭氏撮影

８棟



＜参考＞
鳥取県の国指定文化財（建造物）、県指定保護文化財（建造物）数（今回指定後）

国指定文化財（建造物） 県指定保護文化財（建造物） 計

１６件 １８件 ３４

県内の国指定文化財（建造物）

国宝・重要文化財別 名 称 所在地 指定年月日

国宝 三仏寺奥院（投入堂） 三朝町 昭和27年3月29日

（明治37年2月18日）

重要文化財 樗谿神社 鳥取市 昭和27年7月19日

重要文化財 不動院岩屋堂 若桜町 昭和28年11月14日

重要文化財 三仏寺納経堂 三朝町 昭和32年2月19日

（明治37年2月18日）

重要文化財 三仏寺地蔵堂 三朝町 昭和32年2月19日

（明治37年2月18日）

重要文化財 三仏寺文殊堂 三朝町 昭和32年2月19日

（明治37年2月18日）

重要文化財 大山寺阿弥陀堂 大山町 昭和32年2月19日

（明治37年2月18日）

重要文化財 仁風閣 鳥取市 昭和48年6月2日

重要文化財 福田家住宅 鳥取市 昭和49年2月5日

重要文化財 後藤家住宅 米子市 昭和49年2月5日

重要文化財 矢部家住宅 八頭町 昭和49年2月5日

重要文化財 門脇家住宅 大山町 昭和49年2月5日

重要文化財 長谷寺本堂内厨子 倉吉市 昭和63年12月19日

重要文化財 大神山神社奥宮 大山町 昭和63年12月19日

重要文化財 旧美歎水源地水道施設 鳥取市 平成19年6月18日

重要文化財 石谷家住宅 智頭町

※指定年月日欄の下段（ ）内表示は旧法（古社寺保存法）指定年月日を示す


